







～With a Focus on His Contacts with
PresidentialAdvisor W．W．Rostow～
Ken’ichiGoto
More thanl0years have passed since the demise at660f Kei Wakaizumi（1930－1996），a
prominent scholar ofinternational politics wholeft behind him a voluminous memoirs entitled






The present paperis concerned prlmarily with theinitialstage ofhowWakaizumibecamea
confidentialenvoy of Premier Sato Eisaku who professed‘‘Japan’s postwarperiod willnever end









at the very core ofthe Kennedy administration was much pleased to meet Wakaizumi，a yOung
Japaneseintellectualwe11versedininternational affairs，understands the U．S．position and yet
remainsamoderatenationalistwhocouldhelpinbuildingatieofdeeperunderstandingbetweentwo
countries．ForWakaizumiwhohadstudiedinboththeuKandtheU．S．andnotcontentwithstaying


































































































































































































































































































































































































































































































































さらに詳細にした“QUESTIONS AND SUGGESTED ANSWERS FOR PRESIDENTIALINTER－
VIEW WITHMR．WAKAIZUMI”と題した25頁の文書（質問10頁，回答15頁）が収められてい
る（26）。このような「想定問答集」の作成は通常の外交交渉においてもよく用いられる方法であるが，外
務省ルートとはまったく無関係に進行していた38歳の無名の外国人学者への対応としては，きわめて
異例な破格のものであるといえよう。
この想定問答は，1968年春時点の日米関係の一断面，そして若泉の政治外交認識をみる上でもきわ
めて重要なものと思われるので，その骨子を概観しておきたい（訳出資料は400字詰原稿用紙29枚）。
若泉自身が準備した質問の核心部分は大統領に直接訴えたと考えられるが，ロストウらを中心に作成さ
れた大統領との想定問答が，実際の短時間の会見でどの程度伝達されたかは，単独会見の慣例上　内容
の公表が許されていないので定かではない。しかし，大統領はロストウら部下が作成した文書には一通
り目を通しているはずであり，また作成にあたっては大統領の日頃の考え方をふまえていると考えられ
るので，「想定回答」はジョンソンの考え方を忠実に反映しているものとみてよいと患われる。
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若泉の質問の第一は，3月31日の不出馬声明を決断した大統領の勇気を讃える一方，日本の上部には
それがベトナムでの行き詰まりに起因する米国のアジア政策の根本的修正を意味するのではないかとの
危供が高まっている，という点に関するものである。それは「事実でしょうか」との若泉の問いに対し，
ロストウを中心に練られた想定上の大統領の回答（以下の諸回答もすべて想定上）は，“Notatall，Mr．
Wakaizumi，nOtatall”で始まりアジア政策の一貫性，連続性，即ち米国のコミットメントの永続性を
強調している。とくにジョンソンは，最大焦点であるベトナム戦争の正統性を主張しつつ「もし南ベト
ナムで武装侵略〔北ベトナムによる〕が成功するならば，アジアのどこにおいても平和が確保されない
でしょう。そのためにわれわれはベトナムにおいて武装侵略が成功しないように決意しているのです。
われわれは最初からその覚悟であり，現在もそうであります。わが方の政策は少しも変わっていません。
コンフリクト
われわれはベトナムで戦　争の名誉ある結着以外のものを求めたことはありません。それ以下のものを
受け入れることもありません。」
第二の質問は第一の延長線上にあるが，日本ではベトナムで敗北を喫した米国がやがてはアジアに背
を向け新孤立主義に向かうのではないかとの不安が広まうてお‾り‾，それとの関連で日米安保条約による
安全保障の有効性が重要関心事になっているが，この点につき大統領はどのようにお考えか，というも
のである。この点についても大統領は「大西洋国家であると同時に太平洋国家」でもある米国にとって
アジアからの撤退など「問題外」のことであり，朝鮮，ベトナムの場合と同様，今後も「必要とあらば
侵略を阻止する用意がある」ことを言明している。そして日本に関しては，昨秋の日米首脳会談で佐藤
首相に約束したように「〔安全保障上の〕誓約を決してないがしろにしないということを保証」すると断
言した。
第三点は，現在のアメリカはアジア地域のみならずヨーロッパおよびその他諸地域の諸問題に過度に
コミットしているのではないかとの米国内外の批判に関するものである。そうした過剰関与の結果，「世
界において何らかの問題が生じた場合，それに柔軟に対応する能力が妨げられる」のではないかとの疑
問に対する想定回答は，次のようなものである。「米国は，米国国民および海外における盟邦との誓約を
遂行するに十分な資力および意志」′を有しており，過去25年間をみても「イラン，ベルリン，ギリシャ，
朝鮮，レバノンおよび今日のベトナム」等での実績がその明証である。また同時に「自由諸国が隣邦の
安全とその地域の平和のために応分の貢献を行うことは正しいことであり，豊かな諸国が宜しい近隣諸
国に…援助することは正しいことである」との文言は，アジアにおいて日本が指導的な役割を担いっつ
より積極的な“国際貢献’を行うよう求めたものでもある。なおここではその点との関連で日本のアジ
ア開発銀行への協力，スハルト政権への援助増強が「われわれにとって心強いこと」だとの表明も挿入
されている。
第四は，その「日本の果たすべき役割」をさらに敷宿した問いである。それについては若泉は，アジ
ア開発銀行を引き合いに出しっっ「私は個人的には東南アジアの経済的発展と政治的安定がアジアの平
和と密接に関係しており，これらの目標の達成を助けることで日本は独特の資格を持っていると思うの
です」とまづ持論を述べている。回答はその点を全面的に首肯しつつ「日本がどのような形で貢献する
か，それは日本国民と日本政府が決定することであります。われわれは日本が偉大な貢献をすることを
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期待しています」との日本の主体性に委ねる姿勢を強調している。
第五は，「平和なアジアにとって平和な中国は中心課題」だと考える若泉の，対中国関係についての質
問である。これに対し，大統領は「北京の指導者たちは相変らず外交における好戦的な態度をやめよう
とはしません。彼らは依然として民族解放戦争を支援しかつ激励し続けています。それに彼らは核戦力
を発展させ続け大気中で核兵器を爆発し続けているのです」と厳しい対中認識を表明する。同時に回答
は，中国が「自己隔離」をやめ，「暴力革命による転覆への献身」を中止するならば米国は対中関係の好
転を「阻む意図は全くない」としている。
第六は，若泉がいうまでもなくもっとも重視していた沖縄の返還時期に関する質問である。彼は，こ
の問題は「二国間の友好的紐帯に影響する問題」なので緊急課題として提起したい，と切り出している。
これに対し大統領は日本国民の返還についての「要望は完全に理解している」と述べつつも，在沖縄米
軍基地が日本の安全にとってのみでなく「極東の他の自由諸国の安全確保にとっても死活的な役割を
担っている」事実について昨秋の首脳会談で合意されており，したがって現時点で返還についての「明
確な時間表」は表明できないと応じて1、るも‾と同時に，丁両3年内」‾に丁返還についての満足しうる’期日‾」
につき合意に達したいとの佐藤首相の願望は理解していると補足した。
第七は，若泉が専門とする核軍縮に関してである。彼は「世界第3位の工業国である日本は，核兵器
を開発する能力のあることは明瞭でありますが，われわれはそうするつもりは毛頭ありません」と日本
の基本的立場を強調する。その上で，核拡散防止条約（1968年7月調印）に向けての動き等があるにも
かかわらず，核保有諸国による核開発およびその実験が続けられている事実は誠に遺憾だと表明し，こ
の問題についての米国側の見解を求めている。大統領は二大核保有国である米ソの間にさまざまな軍縮
に向けての動きがあること，とくにベトナム戦争をめぐり米ソ関係が「最も複雑化していた時期」に核
拡散防止条約を共同提案した事実などに言及し，「将来における希望と進展にとっての堅固な土壌が存
在」していると楽観的な展望を行っている。さらに想定回答は，回際社会の中で核拡散防止条約に幅広
い支持を得る上で日本は有用な役割を果たせるとの期待を表明した。
第八は，「世界で最も強大な力をもっが，反面，最も孤独な人間」と形容される米国大統領として，「核
時代における人類の未来」についていかなる希望，畏怖を抱いているのかという“哲学的’’な質問であ
る。抽象的な問いだけにかえって回答は多弁であり，大統領は将来については「悲観的な見方は全く抱
いていない」と強調しつつ，こう述べるのだった。「私は，人類はいま，歴史上はじめて，平和を建設す
る道具と知識とを手に入れたと信じています。私はまた，科学および技術が，私たちの抱える課題－す
べての人々により良い生活を与えるという問題－を解決する能力を，われわれの手の届く所に置いてく
れたと信じています」。そしてその前提には諸国間の協力が必要であり，そのことを世界の国々は認識し
始めていると信じていると応じている。
最後の第九番目の問いには想定回答が用意されていないが，3月31日の声明後大統領はかっての激
務から解き放たれ「静穏な時」を持たれているか，という表敬の意味合いをこめた質問である。
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3．「首相特使」若泉敬と『佐藤栄作日記』
ロストウ大統領特別補佐官らの配慮で若泉がジョンソン大統領と面会した約半年後の1968年11月，
米国大統領選挙の結果をうけ，共和党リチャード・ニクソン候補が新大統領に選出された。当然ホワイ
トハウスを去る（1969年1月20日）ことになるロストウであったが，その年の大晦日ワシントン滞在
中の若泉にある重大なメッセージを送った。『若泉回想録』によれば，その日ロストウは，自分の後任に
決まったヘンリー・キッシンジャーとの問にも今まで自分との問で築いたような関係をもっことが「お
互いに有益」ではないか，と「さりげない調子で」語りかけた（171頁）。キッシンジャーとは同じ核時
代の国際政治を専門とする研究者として旧知ではあったが，その時点での若泉は「1967年に行なった
ようなことをふたたび69年の首脳会談で行なうつもりもその予感もなかった。も・つとも，どうしても
必要な状況が生じたならば，一身を捨てて働く覚悟は胸中密かにあったものの，どのように交渉が進展
していくのかまったく予測がつかな（172頁）」いというのが実情であった。しかし結局はロストウの提
案を受け入れた若泉は，ロストウからの伝言を聞いたというキッシンジャーに翌1969年1月15日に
面会し，『回想録』で生々しく記述されるその後功“運命的な妬‾蘭係の第一歩を印すことになる。
このキッシンジャー補佐官とのパイプは，その後同年6月半ばに，公職を離れた一知識人としてロス
トウ（東部の名門MITには復帰できず，ジョンソン大統領の地元テキサス大学教授に就任）が訪日した
折に新たな局面を迎える。若泉によれば，権力の中枢を離れ，しかもベトナム政策で批判を浴びた“タ
カ派’’ロストウのために骨折りしようとの空気は日本になく，結局自分がこれまでの協力への謝意も
あって進んで世話役を引き受けることとなった。滞日中のロストウは，京都からの帰途の新幹線車中で
若泉に対し，キッシンジャー補佐官を通じ佐藤首相はニクソン大統領との問に．「直接のコンフイデン
シァル・チャネル」を開くことの重要性を示唆している（271頁）。いわばこれから“本番’’を迎えるで
あろう若泉の任務に対する個人的友情に基づく助言であったが，若泉，キッシンジャー両者の『回想録』
でも詳細に述べられているように，同年11月の佐藤・ニクソン日米首脳会談に向け，このチャネルは
死活的に重要な意味をもっようになる（27）。
1969年ロストウの訪日は9日間（6月10～19日）だけの，それも妻子3人を帯通しての私的な性格
の旅行であった。しかし，大統領特別補佐官をやめてまもないロストウヘの‘‘気配り’’からか，若泉は
11日に毎日新聞アジア調査会（会長東畑精一東大名誉教授），12日は国際関係委員会（委員長中山伊知
郎一橋大名誉教授）での講演会をセットし，返礼をかねての敬意を表してし＿、る＿（竺L
ここで若干視点を転じ，1967年11月9日付で若泉のためにロストウ宛て「信任状」にサインした佐
藤首相は，一連の若泉の対米交渉をどのようにみていたかを1969年11月の佐藤・ニクソン首脳会談
ませの『佐藤栄作日記』から追っておきたい（対米関係部分のみ）。戦後日本政治史をみる上でまちがい
なく第一級の資料である全6巻の『佐藤日記』の解説を執筆した伊藤隆教授は，「若泉敬がこれだけ頻出
〔『日記』中に〕する事は，佐藤が沖縄問題を重要視し，裏方としての若泉を信頼していた事を示すもの
であろう」と指摘している（29）。
「信任状」作成の約3ヵ月半前の1967年7月26日の『佐藤日記・第3巻』は，「若泉敬君と中食。食
後懇談。米国の沖縄その他についての意見を聞く。なんと云ってもベトナムで頑が一ばい」〔若泉は7月
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上旬，ワシントンでロストウ，ライシャワー元駐日大使らと懇談〕。11月8日〔「信任状」手交の翌日〕
「若泉君を招致して渡米する様にと進める〔10月27日に若泉はロストウと面談，沖縄問題についての
大統領の意向を聴取〕」。ジョンソン大統領との第二回日米首脳会談の期間中の同年11月13日『日記』
には，「尚夜に入ってから，特使として当地にやって来た若泉敬君と，ロストフとの交渉模様を約一時間
半に亙り聞く。なかなか難物の様で，明日の会談が気づかはれる」と珍しく不安な心中が吐露されてい
る。11月21日「…若泉君が八時にやって来。…ロストフの伝言を若泉君が伝へる。」
1968年6月10日「若泉敬君米国から帰国し，その報告をきく〔ジョンソン大統領面会の件が話題に
なったか否かは不明〕」。12月23日「若泉君と約一時間懇談，彼氏渡米する由〔ウィスコンシン州ラ
シーンでの第3回アジアの平和と安全に関する日米専門家会議出席。若泉にニクソン新政権の対日政策
についての情報蒐集を要請〕」。
1969年1月23日「若泉敬君米国から帰へって，政情並に沖縄問題につき関係者の意向を伝へる。そ
れによれば，岸〔信介，実兄〕を小生と関係のないかたちで二月末から三月初めに渡米，ニクソン大統
領と会見きし，、・・当方の沖縄問題についての最終意向を直接伝へさす事，早期復帰（1－972？），基地の体客
（様）としては核ぬき自由使用，アジア開発計画等。又日米貿易取りきめ等について，ニクソンに当方の
考へ方をまづたゝき込んでおく事。以上は，マアフイ1〔新駐日大使〕の意見でもある由。段々形が出
来るようだ。」
そして前述のロストウ元大統領特別補佐官来日との関連では，こう記されている。6月21日「〔在鎌
倉〕若泉敬君が来て，最近ロストウ氏が来日した際に話した事を伝へて呉れ，さらに御役に立てば渡米
し，キッシンジャー補佐官と会ふとの事で，その打合せをする。七月下旬に更に打ち合はせする事。」7
月7日「若泉敬君がやって来て，どうしても訪米してキシンヂャー氏と会談する要ありと云ふ。まづ電
話して充分話して，然る後出かける事。」
この7月7日の日記の記述については，若泉はいささか釈然としない気持でこう所感を『回想録』に
記している（若泉は67年および69年の2年分の「佐藤日記」の閲覧を佐藤没後，寛子夫人より許され
ていた）。「これでは，読みようによっては，あたかも消極的な総理に対して，私個人が強くキッシン
ジャー補佐官と会うことを望んでいるかのようなニュアンスにもとれる。しかし，もしそのように誤解
されたとすれば，私としては心外であると言わなければならない。この日のことは総理自身が頼んでき
たことであり，また総理の意を受けた愛知外相の明確な要請によるものでもあった。首相はキッシン
ジャー補佐官の評価についてまだ疑念をもっていたうえに，親子はども年の差がある私の生意気ともと
れる態度にいささか当惑し，不快の念をもったのかもしれない」（276頁）。
7月10日「…帰邸後若泉君と話合ふ。結局小生の代りに渡米し，キッシンヂャー君と懇談するとの
事。勿論各方面とも内緒とする。〔若泉は18日，21日，キッシンジャーと面談。ホットライン開設に米
側同意。また返還後の沖縄における緊急時の核再持ち込についても協議〕」8月13日「若泉君と米国情
報の交換をし，同時に今後の対策を議する。更めて二十二日に会ふ事として別れる。」9月2日「渡米中
の若泉君が帰国して報告に。」10月3日「米国に派遣した若泉敬君が帰って来たので早速会ふ。思った
通り，二，三の点で重大決意を要する様だ。又繊維干係は当方で決心する様にと決心をせまられる。」10
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月23日「若泉敬君が連絡に来る。渡米は来月上旬がよろしいと云ふ。〔若泉は，次のキッシンジャーと
の会談での緊急時における核再持ち込み問題と関連し，佐藤にそれをどう保証するかの決断を求めた〕。
こうした頻繁ともいえる秘密裡の接触の後，佐藤はニクソンとの首脳会談を半月後に控えた11月13
日の『日記』1にこう記した。「九時から若泉敬君に会ふ。若い学者先生の情熱をこめてのキッシンジャー
補佐官との取引きを，余亦感激の中に報告をきく。約二時間〔若泉は，核抜き返還交渉を一任され，キッ
シンジャーとの間に両首脳だけの「極秘合意議事録」について合意〕。」若泉が「佐藤日記」2年分の閲覧
を許されたの1980年代初めであったが，その閲覧時の偽らざる感慨を『回想録』でこう綴っている。
「この簡潔な記述を読んだとき，“私の真情のいくぼくかは，佐藤総理に通じていたのだ”と救われたよ
うな心境になった。同時に，その日の，私にとっても生涯忘れられない会見の一部始終がまざまざと蘇
り，故人を懐しく偲んだものだった」（457頁）。
むすぴにかえて
‾以上，‾　本論ぼ1960‾年代の日米関係，．とりわけ沖縄返還交渉に深く関与－した国際政治学者君泉敬（沖‾
縄返還と関連し「繊維問題」にも巻き込まれるが本論では論じない（30））が，どのような背景，経緯の下
で「沖縄が還るまで戦後は終わらない」と宣した佐藤首相の信任を受け，その特使として重要な役割を
果たすようになったかを，その端緒を中心に考察したものである。沖縄返還を主題とした日米両国での
研究書，啓蒙書，回想録等は相当数に達している。これらの先行研究・諸文献の中で若泉敬の存在・役
割・評価についてもさまざまな見方が提示され，今日に至っている。
そうした中で本論は，若泉が沖縄返還交渉に関わりを持っに際し，キー・パーソン的な役割を果たし
たウォルト・W・ロストウ大統領特別補佐官との関係を，両者の最初の会見となった1961年5月以
降，ロストウ離任の1969年までを主対象に検討したものである。この「むすびにかえて」では，ロスト
ウが退任直後に著した著作をふまえ，彼が最初に米外交政策の決定過程に参画したケネディ政権をどう
回顧しているかをみておきたい。そのことが，彼と若泉との関係の発端をみる上で示唆的であると考え
るからである。当時ロストウは回務省政策企画委員長の要職にあったが，ケネディ大統領下で前進が
あったと評価した5項目の一つに対日新関係の構築努力があげられている（31）。
その日本についてロストウは，「1960年には防衛協定〔日米新安保条約〕を成立させようとして政府
が深傷を負った闘争が，アイゼンハワー〔大統領〕の訪日取り止めという事態を招いた。エドウィン・
ライシャワーが大使として日本に派遣された。日本の社会に，外務省よりももっと深く浸透し得る紐帯
を造るというのがその狙いであった」と記述している。そうしたケネディ政権サイドからみれば，日米
関係の「イコール・ノヾ－トナーシップ」という旗印の下で「深く浸透しうる紐帯」を構築する上で，若
泉敬のような知米派・国際派であり，同時に穏健なナショナリストである青年知識人の出現はまさに
“願ったり叶ったり”であった。本論で紹介した国務省政策企画委員長就任直後のロストウの若泉との会
談記録は，そのことをうかがう上で示唆に富む資料である。
また欧米留学の経験が豊富でいわゆる象牙の塔にこもるタイプとは全く異なる国際政治学者若泉に
とっては，国際関係の一方の基軸であった米国のトップ政治指導者の“懐”に飛び込み，彼らの真意を
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直接質し，それを日本外交に還元することが何よりの‘‘フィールド調査”であった。その意味で若泉の
存在は，1960年代の‘‘ポスト日米新安保条約’’後の時代が要請した一つの知識人像であったのかもしれ
ない。しかしながら，その傑出した才・識見・行動力故に若き知識人として「戦後日本外交の枢機に深
く関与」したことの‘‘代償”（この言葉は『若泉回想録』において沖縄返還の条件とされた「有事核再持
ち込み」が語られる時，通奏底音のごとくなり響く）として，若泉は1972年の沖縄返還後，生涯を閉じ
る1996年までの四半世紀間，何人にも吐露し得ぬ惧悩を重ねたことも紛れもない事実であった（32）。
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